
令和２年６月１２日・１３日基準点研修準備裏話 

 

 令和２年６月１２日・１３日に計画しておりました愛媛会の基準点測量研修はコロナウイルスの流行

により中止となりましたが，その準備作業等経過について報告します。 

 

３級基準点測量研修のきっかけ 

 

会長からの依頼 

 令和元年の夏，山本会長からネットワ－ク型ＲＴＫにより世界測地系の座標が得られるが，古い時

代の図解法による地籍調査地区において法１４条地図から読み取りを行った座標とネットワ－ク型Ｒ

ＴＫで得られた座標を何ら修正せず安直に使用している会員がいる。一部の会員だけだと思われるが

誤解を招かないよう地籍調査地区での使用に当たり注意すべき事を指摘してほしいとの依頼があり，

承諾した。 

調査士会から正式に「図解法による地籍調査地区の実務」をテ－マに松山市の合同会館において，

令和２年２月１５日(土)の１０時３０分から１２時３０分までの２時間の研修という依頼があった。 

  

 

令和２年２月１５日研修の内容 

①日本測地系で観測されている基準点と，同じく日本測地系で観測されている地籍調査の図根点(図

根三角点・図根多角点)は全く同じものでは無いため，同一点であっても，それぞれが示す座標値は

相違する。 

古い地籍調査の図根点と，新たに設置された基準点については作成過程（使用器械・観測方法・

計算方法）が相違しており，同一の基本・基準三角点から作成されていても，同一点が同様の座

標値にはならない。図根点と基準点の座標値には一定方向のズレ（スライド量）がある。 

 

②基準点においても日本測地系からのパラメ－タ変換の値と世界測地系での実測値では相違がある。 

日本測地系の基準点の座標値をＴＫＹ２ＪＧＤで世界測地系にパラメ－タ変換した座標値と，

世界測地系で同一点を実測した座標値は同一の座標とはならない。 

基準点測量においても同一の条件での再度の観測や，別人が観測した場合においては完全に

同一の値となることはない。ある程度の範囲内であれば確認した結果問題のない範囲として処

理されている。パラメ－タ変換と世界測地系で実測した座標も同様なのだが，誤差の範囲内か

もしれないが，使用することには抵抗がある相違である。実際に使用する場合はＴＫＹ２ＪＧ

Ｄの変換に加え地域性を加味する必要がある。地域性は調査士としての経験値により導き出す

ものである。 

 

③同一点であっても古い時代の地籍調査地区(特に図解法による地区)の図根点のパラメータ変換によ

る座標と，世界測地系でＧＮＳＳ測量により得られた基準点の座標は一致しない。 

①のように日本測地系の時代でも地籍調査の図根点の座標値と基準点の座標値では一定方向に



相違がある。(スライド量) 

図解法(日本測地系)での地籍調査の図根点の座標をＴＫＹ２ＪＧＤでパラメ－タ変換を行い世

界測地系に変換してもスライド量を持ったまま変換されている。 

更に，②で説明したように日本測地系での基準点と世界測地系での基準点も同一点であって

もパラメ－タ変換に多少の修正を加える必要がある。 

以上から日本測地系で観測された地籍調査の図根点と，世界測地系で観測された基準点につ

いては，同一点であっても座標上では①＋②の相違が見られる事になる 

 

 ④結論として，世界測地系でＧＮＳＳ測量により得られた基準点の座標と，パラメ－タ変換を行った

地籍調査地区の座標値をそのまま使用してはならない。その座標値には③で示したような要素を修

正する必要があり，調査士としての地域に根付いた専門家としての判断が要求され，最低限現況を

確認して専門家としての判断を下す必要がある。 

 

当たり前の事を延々と話ただけなので受講された会員さんには参考にならなかったうです。反省 

 

２月１４日座談会 

 前日には，平成７年から平成１３年の間，グループでＴＳやＧＰＳで基準点の作業を行なっていた

高橋宝・渡部毅(迷惑おっさん)・山本明宏会長・小野勇副会長・滝上洋之(老眼おっさん)の５人によ

る座談会が行なわれました。 

久しぶりに５人が集まり，当時の基準点観測の話で盛り上がりました。場所を移しての懇親会でも

当時の思い出話に花が咲き，それぞれの指方先生との出会い。三角点の調査のために山頂を縦走し，

一気に４つ三角点を探したこと。山頂の三角点での視通確保のための伐採（下から見上げたら山頂が

ぽっかりＶ字型にあいていた）。猿も木から落ちた話。ＴＳでの２級基準点観測で会長が目標を相違し

て観測していた話。１ヶ月２回の土日は基準点観測を行ない，夜の宿泊先では必ず大酒を飲んでいた

話。やがてＧＰＳを購入することになるのだが，購入の理由について，渡部氏以外の４名はリーダー

的存在の渡部氏が【観測が下手だから購入する】と言って購入したと記憶。渡部氏は「基準点の視通

がとれなくなるので購入した」と意見が分かれました。基準点観測を体験することにより基準点の大

事さが身にしみ，ＴＳの基準点作業で自分達の実力が解っていたので，理由が相違してもすんなりＧ

ＰＳを購入したのでしょう。 

当時はＧＰＳの衛星がまだ２４個軌道に打ち上がっていない時代で，観測に必要な４個の衛星が常

時受信出来ない状態でした。受信状態の良い時間帯を計画すると深夜の観測は当たり前でした。深夜，

雨の中での観測も当たり前だった話等で盛り上がりました。 

現在街区基準点が設置され，愛媛会の調査士達は日常的に４級基準点の観測を行なっているけれど，

３級基準点については便利なＧＮＳＳに頼っている状態です。ＴＳで遠くを観測する経験や技術・知

識は大切であり，３級基準点の研修が必要ではないかという事になりました。 

オブザーバーとして出席していた石川武将研修部長も話に巻き込まれ，西予市宇和町石城地区で迷

惑おっさんのスケジュ－ルの取れる６月１２日・１３日に３級基準点測量研修をしようということに

なりました。酒の勢いというものは恐ろしいものです。 



実行計画 

 

３月に入り，迷惑おっさんと老眼おっさんで３級基準点研修実行委員会が勝手に組織されました。 

電話での会話 迷惑おっさん 

【場所の選定の必要があり，２月研修で参考資料としていた西予市石城地区の基準点座標と標高を全

部送ってくれる。】 

老眼おっさん「はいよ。だけど世界測地系になったばかりの２００３年頃に私が観測した手抜きの基

準点だけど大丈夫」 （実は，所有していた受信機の関係で，電子基準点宇和１点だけを使用して観測

したものでした。） 

【かまんよ。】 

「一つ一つ座標とその位置を示すと、大変な手間になるので基準点の位置については，トッポ話のホ

ームページで表示している位置を参考にしてもらっていい」 

【かまんよ。】 

 

３月１９日（木）メールで西予市全部の基準点座標と標高の一覧表を送付 

 

 

３月３０日（月）１１時，事務所に迷惑おっさんからメ－ル 

【お世話になります｡研修計画図（図－１）を送らせていただきます。 

既知点を１－４１，１－４３，１－８５と

して新点を３－１から３－７の計１０測

点としてみました。 

電子基準点を囲むような形です。観測方法

は，器械高，視準高を１．５００にあわせ

ます。取り付け角の観測は行ないません。

新点標識は簡易なものにします。仕事の合

間に見通しが可能かどうか，変更しないと

いけないところ等教えてください。今週末

４/４（土）に行こうと思います。コロナ

ウイルスのことがありますので準備は単

独で行なおうかと思っています｡】 

 

３月３０日（月）１７時 

迷惑おっさんに実行計画図の選点を何

時までに確認すれば良いか電話する。 

【今週中にお願いします。出来れば木曜までにあればありがたい。】 

いつも通り人使いが荒いが逆らえない｡蛇ににらまれたカエル，つい「解った。」 

これで木曜日に報告すると，冷たく【思ったより遅かったね】と言われるのは間違いない。 

（図－１） 

 研修計画図



 

３月３１日（火）１３時 

翌日，息子と二人で現地へと向かう。現地は構造改善事業により１つの田が５０００平方メ－トル

あり，全体の区画の中に 6 メートル巾の農道と４メ－トル巾の農道が碁盤の目のように走っており車

での移動に便利な場所である。 

迷惑おっさんからメ－ルで送られてきた観測計画図を片手に，基準点設置予定の場所を探す。確認

出来た場所で息子にポールを持たせ，他方の新点を探し，お互いの見通しを確認する。確認出来れば

ペンキで印を付けて行く，新点間の距離が３００メ－トル以上ある。肉眼ではポールがかすんでしま

って見えない，横に人と車があるのでやっと解る状態である。これは大変だ。何とか予定していた新

点の位置を全部確認した。 

 



 

４月１日（水）１２時迷惑おっさんへメ－ル 

昨日，現場を確認しましたが ３－２と３－６について変更の可能性があると思われます。 

３－２については，位置は問題ありませ

んが，３－４との視通の関係で，現在は

大丈夫ですが，６月になると川の木の枝

が邪魔するかもしれません。木の枝を切

るか，川の南側に位置を変更するか，い

ずれかになると思います。 

３－６については，予定された位置は

田の畦の位置になり，立ち入りは控えた

方が良いと思います。伊予石城駅からの

道路の位置まで移動する必要があると

思われます。 

その他については問題ありません。た

だ，新点間の距離もあり，６月になると

陽炎もひどくなります初心者には難し

いのでは・・。年寄で目の悪い私には恐

怖です。】 

 

 

４月１日（水）１７時頃 迷惑おっさんから電話 

【メ－ルありがとうございました。３－２は川の木の枝が邪魔しとるん。】 

「そうよ。３－４との視通は今のままでも枝に少しあたっている。６月には葉が茂って邪魔になる可

能性がある」 

【川の木の枝，切れる。切れるなら切っておいて】 

「川の中の木だから，切っても大丈夫だろう」 

 実は，桜の木だった，切っていたら怒られただろう 

【位置を川の南側に替えましょう】 

【３－６はどうです】 

「予定していた位置は，道路では無く，田んぼの中の畦だから，道路側に寄せた方が良いよ。」 

【どの程度の移動になりますか】 

「３０メ－トルほどの移動かな」 

【解りました】 

（図－２）  

修正後の観測計画



ＧＮＮＳ測量 

 

４月２日（木）セミダイナミック補正での観測 

研修の与点が間違っていては困る(恥ずかしい)。手抜きの基準点なので後ろめたい気持ちもある。

確認をしておこう。 

 

３年前に買った中古の２周波受信機

３台を１－４１，１－４３，１－８５

に設置して２時間の観測を行うこと

にした。 

１４時３０分に現地に到着。１－８

５に受信機を設置して１－４３に向

かう。軽トラックばかりが走る道にし

ては広い６メートル巾の農道に普通

車を止め，その横に大きな釣り竿のよ

うな無線のアンテナを道路の中央に

設置している。道路の半分を使用して

いる。田植え準備前の交通量の少ない

時期とはいえ，えらく横着な人もいる

なぁと思いながら通り過ぎる。１－４

３から１－４１へ移動し受信機を設

置する。一人での観測のため受信機の設置と移動時間があるので，全部で４０分以上かかるだろうと

電源の投入については全部の受信機の据え付けの後にしていた。今度は逆回りに１－４１から１－４

３の電源を投入して行く。１－８５に戻る際にも広い農道を通ると，アンテナと普通車はまだ止まっ

ている。 

横の田んぼでは大きなトラクターが動いている。この田んぼの耕作人が車を止めトラクターを運転

していたのかと納得する。地元の人に文句を言えば怒られてしまう。 

観測開始，時々受信機の見回りをする。普通車があり，トラクターは動いている。トラクターを眺

めると運転席に人がいない。じっと見ても運転している人がいない。最近宣伝している無人のトラク

ターのようだ。 

１７時３０分，観測を終了。機材を引き上げるが，例の場所に普通車もトラクターもいなかった。 

 

事務所に帰り解析を行なう。新点が作る三角形の中に電子基準点宇和があり，外の電子基準点は，

伊方，大洲，宇和島３を使用した。観測後、国土地理院のホームページから電子基準点の観測データ

を入手して解析する。 

水平位置座標の相違は０～２ｃｍ程度であったが，標高については２０ｃｍ程度相違した。これは

２０１１年に標高改正があったためで２００３年の値に標高補正を行なって比較すると，２ｃｍ以内

となり，ひとまず安心だ。 

電子基準点１点のみ使用の手抜き基準点 



 

 

４月４日（土）迷惑おっさんがやって来た。 

この地方では，朝モヤがかかっているとその日は晴れる。しかも１０時までかかれば１日中快晴と

なる。本日は快晴のようである。 

朝，事務所に出勤して急ぐ仕事を済ませると９時１０分になった。もう，迷惑おっさんが来て，段

取りをしているだろうと現地に向かう。 

主要県道宇和八幡浜線と県道宇和三瓶線をつなぐ市道にある与点１－８５の地点に到着。宇和八幡

浜線から鉄道の踏切を越えた高台にある。外の新点の位置が見渡せる場所なのだが朝モヤのおかげで

迷惑おっさんらしき人も車も見えない。 

携帯電話で 

「もう来とるやろ。どこに居るの。」 

【新点３－５の場所に居る】 

電子基準点宇和を通り過ぎ３－５へ向かう。 

どうやら，主要県道宇和三瓶線から西側の与点１－４３へと到着していたようである。 

朝モヤで新点同士の見通し難しく，場所がわかっていないと見当のつかない状態である。 

ここから３－１に戻り，位置を確認した後標識を入れ，写真を撮る。３－２については川の南側と

して標識を設置した。３－６の畦に予定していた場所も３０メートルほど移動した道路水路のコンク

リート床盤に予定どおり変更した。順次標識と写真を撮る作業を行き，１－４３までぐるりと一回り



したので，すべて終了と思ったのだが・・ 

 

ネットワーク型ＲＴＫ開始 

仮想点を含んで新点と与点の観測図を作成している。前回，メールで送った石城地区の基準点座標・

標高と地理院地図を使用して，仮想点の座標と標高を予め計算しているとのこと。車の中からＧＮＳ

Ｓの受信機を取り出し，２メートルポールに接続している。 

自分の車を１－４３に置いておくので，１－８５に連れて行けとの事である。車で１－８５まで移

動。 

１１時 天気は良いが，風が強くなってきた。 

迷惑おっさんは１－８５から器械を持ったまま歩いて移動して行き順次観測，私は車でついて行く。

１時間後，最終観測地点の１－４３での観測を終了した。 

 

 

スタティック測量 

 

４月４日（土）１５時 スタティック測量 

研修のためには，正解となる新点の座標が必要となる。ネットワーク型ＲＴＫの値だけでも良いの

だが，スタティック測量の３級基準点であれば自分一人での観測が可能なので，観測する事にした。

所有するＧＮＳＳ測量受信機は４台なので，観測計画を立てると４セッション必要になる。人数がい

れば１日で出来るのだが，一人で観測するとしたら据え付けに時間がかかり２日になるだろう。 



迷惑おっさんとの観測した後の用事も１５時には終わった。空いた時間がもったいない。１セッシ

ョンだけでも今日やろうと４台の器械を積み込み現地に向かう。 

予定した４セッションは，次のセッションとは２点を重複し，順次観測をする形なのだが，観測の

状況により重複する点が１点となるセッションが出来てしまう。一人では新たな器械点での据え付け

に時間がかかる。このセッションを最初にやっておけば翌日の観測が効率的になると１－４１，３－

７，３－４，３－６の４点のセッション９５Ａを観測する。４台の受信機を移動して据え付けて行く，

風が強く，１点毎にコンクリート杭を重しにする。１６時にやっと観測開始となった。１時間後の観

測終了時には暗くなっていた。 

 

４月５日（日）１０時スタティック測量開始する 

日曜も一人での観測である。１０時開始。１－８５，３－１，３－２，３－４の４点でセッション

９６Ａの観測開始。前日同様本日も風が強く，全点にコンクリート杭の重しをつけての観測である。 

田んぼの中での観測で，風を遮るものが何も無い。 

１１時３０分，３－２，３－３，３－４，３－６の４点でセッション９６Ｂの開始。３－２と３－

４は９６Ａでの観測のまま使用出来るが，電源の再投入は必要である。一人で電源を切り，器械を据

え付け，電源の投入，移動にとかなりの時間を取られてしまう。(タイマーを使用すれば良いのだろう

が，不安で使用出来ないアナログ人間) 

１１時５０分観測を開始する。相変わらず風が強い。 

１３時３０分，３－３，３－５，３－６，

１－４３の４点でセッション９６Ｃの観

測。３－３と３－６は９６Ｂのまま観測

に使用する。やはり一人では時間がかか

る。自分が思っている以上の時間が必要

になる。１３時３０分観測開始である。 

風は強いが，観測は順調に進んでいる。 

１４時３０分，これで終了だと思いな

がらコントローラで受信機の電源を落と

そうとすると，既に電源は落ちようとし

ていた。４月２日の２時間の観測に使用

して，そのまま充電せずに使用したのが

まずかったようで，本日の観測も一人で

の観測のため必要以上に受信時間が長くなっている。 

受信機の充電を行なう。 

４月４日，５日の観測で予定した４セッションの観測が完了したので解析を行なう。フロートする

事も無く解析は出来た。しかし３－７の標準偏差がおかしい。３－７はコンクリート橋の翼壁に設置

している。コンクリート橋は周りの土地よりも一段と盛り上がった形になっている。コンクリートの

上に三脚を設置しており，重しをつけたとしても強風で位置が定まらなかったのかもしれない。 

  研修でおかしな成果を出せない。 



３－７から３－６の関係も少しおかしい。結果的に４月４日に行なった９５Ａの観測がおかしいよ

うだ。 

１９時，迷惑おっさんからメールで研修計画図が届いていた。 

 

４月６日（月）再測 

風はあるが前日の勢い程では無い。４月４日観測の１－４１，３－７，３－４，３－６の９５Ａを

９７Ａとして再測量する。 

受信機の充電は大丈夫，時間的な余裕

もあり，風の強かった４月５日の３－４

が絡むセッションを再度観測すること

にした。 

９６Ａと９６Ｂのセッションも９７

Ｃ，９７Ｂとして再観測した。 

再測した９７Ａ，９７Ｃ，９７Ｂと９

５Ｃの観測データを使用して事務所で

解析を行なうと心配していた３－７の

標準偏差も問題なかった。 

 



ＴＳでの３級基準点測量 

 

４月８日（水）ＴＳでの３級基準点１１時３０分スタ－ト 

スタティック測量により，３級基準点の値は求められた。６月の研修当日雨だった場合について，

迷惑おっさんは傘をさして観測すれば良いとの意見である。測量会社の厳しい条件で業務を行ってき

た人間としては当たり前なのだろうが，３級基準点を初めて観測する研修生達には過酷すぎ，何より

年寄りの自分に酷なので，観測出来なかった場合の時のための保険として予めＴＳでの観測を行って

おくことにした。 

 今回は３方向と２方向での観測があるため，ＴＳ１台，１素子プリズム・目標板・整順台を３セット，

木製三脚４台を車に乗せ現地に向かう。 

１１時３０分，１－８５に到着，昼食後に息子が手伝いに来るので，それまでは一人で観測と器械

の据え付け等の準備をしなければならない。 

 

 

観測の順番としては１－８５から西に１－４３まで観測。１－４３から東に１－４１まで一筆書き

の要領で観測して行き，３－４を最後に観測することにした。 



一人での準備と安全のため効率を考え，２方向を観測する３－１から開始して１－８５に戻り鉛直

角の観測を行い３－２に移動することにした。 

準備のため１－８５に３－１に向けたミラー，３－１にＴＳそして３－２に３－１に向けてミラー

を設置した。３－２での３方向の観測のために３－４で３－２に向けてミラーを設置した。器械高・

視準高ともに１．５００メートルでの観測としているので，いつもの高さを気にしない三脚の据え付

けよりも設置に時間がかかる。 

１３時，３－１で観測開始にあたり下盤のネジを探すが無い。そうだ，このＴＳには下部固定ネジ

(以下下盤ネジという)が無いのだ。最近はＴＳ内蔵のソフトを使用して４級基準点の観測を行なって

おり，下盤ネジを触ることがなく忘れていた。下盤ネジのあったＴＳは一つ前のＴＳだった。何年が

経過したのだろう。観測も一人なので手簿付けはＴＳのソフトを使用することにした。 

１－８５と３－２の２方向の簡単な観測のはずだ。気温１２度程度なのに陽炎がある。ターゲット

板の逆三角形のマークがＴＳのヘ

アの間ではみ出たり，戻ったり，フ

ラリフラリと踊っている。レンズ

を覗いていない方の目を開けた

り，閉じたりしながらヘアで目標

を捉えようとするが，なかなか定

まらない。観測のリズムが悪く調

子が出ない。基準点観測にのめり

込んでいたときは，これよりもひ

どい陽炎で観測していたのに，衰

えたものだ。倍角差・観測差ともに

悪い。 

以前だったら自主的に再測であ

る。ウソをついても仕方が無い正

直に掲載しておこう。苦しい言い

訳をすると，受講生に倍角差・較差

そして定数差が解りやすい。しか

し，雑だ。 

これからの観測が思いやられ

る。そういえば昼間の観測は控えなさいと教わっていた。  

 

１３時２５分，３－１のＴＳと１－８５のミラーを入れ替え，１－８５に戻り観測を始める。ここ

は取り付けの水平角観測は必要無く３－１への鉛直角だけの観測である。常数点検では３－１のミラ

ーの端を観測して点検とした。３－１の観測が終わり，３－２に移動する。 

 

１３時３０分息子がやって来た。これで手早く観測が出来る。はず・・・。 

１－８５のミラーを３－３の位置に移動し，１．５００メートルの高さで据え付けをさせたのだが



いつもよりも時間がかかる。 

 １３時５９分３－２からは３－１，３－４，３－３の３方向の観測だ。田んぼに囲まれた場所にあ

る３－４が見つからない。肉眼で３－４の位置を探すのだが，解らない。三脚の色を手かがりに探そ

うとするのだが，周りの緑色の景色に溶け込み解らない。目安になるものさえ存在しない。見当をつ

けてレンズをのぞき込み，左右を探すが無い。少し下側にしてみると，三脚の端っこが見えた。観測

の最中にも目標を見失い，観測以外の時間が長くなりリズムが乱れる。 

 

１４時４０分３－３で３－２と３－５の２方向の観測。ここは交差点の中の歩道の中にあり，足場

も良い場所のため，すんなり観測が進む。 

 

１５時６分 ３－５ 

 陽炎の揺れやターゲット板の後から差し込む日光に悪戦苦闘しながら，何とか観測を進めるが，観

測が終わると１５時１２分になっている。観測のリズムは出て来たが，今日中に観測が終わるのか不

安になってくる。 

 

１５時２４分，１－４３で３－５への鉛直角の観測を行なう。 

 

１６時３分 ３－６の観測は１６時を過ぎてしまったが，陽炎が無くなり視準が楽になり，目標が

すっきり見えだした。だが，段々暗くなってきている。１７時までには観測を終わらないと暗くて観

測出来なくなると焦りながらの観測になった。 

 

１６時３０分 ３－７で３方向の観測である。１－４３，３－４，３－６を視準するのだが、また

３－４を見付ける事ができない。レンズを覗きながら探すが，見つける事が出来ない。付近にある目

印を探すのだが目印の無い場所である。それでも感覚だけで探しだし観測が終了した。 

 

１６時５４分１－４１で３－７への鉛直角の観測である。 

 

１７時７分最後となった３－４の観測を開始する。３－２と３－７の２方向，周りは暗くなり，こ

こで再測になると，明日の観測になってしまう。目標がきれいに見えて観測のリズムは良くなったの

だが，再測は出来ないとのプレッシャーがのしかかる。 

倍較差１秒，観測差１秒本日で一番の出来で観測を終了出来た。事務所に帰る車はライトを点灯し

て走った。 

 

 

 

観測の結果を(図-１０)に纏めた 

 

 



 

与点の縮尺係数の平均 1.000012 平均ジオイド高 33.07ｍとして計算してみた。本来は記簿を作成して

計算すべきだが、簡略化した 

 

 



以上の記載の要領で，（図-１３）の数値を得た。 

水平距離の記載は省略した。 

 

 

 

 今回の研修では更に，取り付け角無しの「無方向のトラバース測量」の計算を行なうことになっている

のでその概略を説明し，実際に計算してみる。 

 

 １－８５が出発点で３－１，３－２，３－３，３－５を経由して１－４３が到着点となる路線について

説明する。点検測量のためには出発点１－８５から開放トラバース計算で到着点１－４３の座標値を計

算し，その差を確認することとなるのだが，１－８５からは取り付けをしていない。 

 そのため地図等で１－８５から３－１への方向角については，１－８５から１－４３に向けての大体

の角度で良いので，その角度を「仮の方向角」として計算する。今回は２４０度として計算した。(０度

としても良い) 

 「仮の方向角」を使用して、順次１－４３まで開放トラバース計算を行なうと、これも仮の１－４３の

値(ここでは１－４３１とする)を得る事ができます。 

 ＳＴ計算により１－８５から１－４３の方向角２２９度２分５秒，１－８５から１－４３１への方向

角２５１度２１分４１秒が計算出来，その差は２２度１９分３６秒となるので，「仮の方向角」にこの差 

を加算した２６２度１９分３６秒が確定した方向角です。差にはマイナスもあるので注意してください。 



 

 



 この「仮の方向角」を０度で計算すると，差が２６２度１９分３６秒としていきなり計算できますが， 

 到着点が全く違った方向に出現することもあり，チェックが難しいという面もあります。 

  今回は１－８５から１－４３への路線，１－４１から１－４３への路線，１－８５から１－４１へ

の３つの路線がありますのでそれぞれ計算してみてください。 

  このように計算していくと３－２，３－５，３－７は，路線により異なる座標値が計算されますが、

厳密網計算では先行して計算された路線の座標値を概算値として使用することになります。 

 

 

 

 

 

 



コロナウイルス感染防止のため研修中止 

 

研修中止 

コロナウイルスの感染が愛媛でも感染者が出ており、研修の実施について不明な状態となってきた。 

「中止にしないといけないだろうね。」 

【そうじゃね。(一通りやって老眼おっさん自身も)研修になったやろ】 

「忘れ取った。観測も下手くそになっとる。嫌になる。」 

折角やり始めたので、研修は実施出来なくても，ある程度の結果を出してトッポ話のホームページ

に掲載しようと言うことになった。 

迷惑おっさんからの注文が一段と厳しくなる。 

「この間送った資料でいいかな。」これまでの結果をメールで送付している。 

【いいや，駄目。スタティック測量の解析計算をＴＳ使用の平均図と同様にして解析してくれる】 

ＴＳでの 3級基準点研修だったはずなのに，その成果となる新点の座標値と標高について，ＴＳ・

スタティック測量・ネットワーク型ＲＴＫで厳密な比較を行なおうとしている。えらく内容が膨ら

んでしまった。 

「仮定網からそのまま自動的に実用網計算した。平均図に記載の無い基線を除いて計算するよ。」 

最近、ＧＮＳＳ測量の解析ソフトに頼り，実用網計算の時点で平均図どおりにする調整をしてい

ない。実用網の計算時の基線の除き方を忘れていたのも原因である。相変わらずの手抜きだ。反省 

【スタティック測量の３級基準点で，電子基準点宇和を入れて計算出来る】 

送付されてきた観測図では電子基準点宇和を使用の予定は無く，１級基準点３点のみを与点として

いた。実務では，今回のような場合電子基準点に必ず取り付けるはずである。３級基準点で新点の

中に電子基準点がある形の解析は初めてだ。 

【電子基準点の観測データの取得は，日数が経過しているから１日単位になるね】 

国土地理院のホームページか

ら，電子基準点宇和の観測データ

をダウンロードして９７B のセ

ッションに加え計算した。心配す

る必要も無く解析が出来た。 

 

解析結果を老眼おっさんにメ

ールで送付する。 

【いい形になっただろう】 

「初めから予定していたの。」 

【いいや】 

珍しく、迷惑おっさんが謙虚

である。どうやらケガの功名のよ

うだ。 

実は，使用与点の１－４１，１



－４３，１－８５の値について２００３年観測座標と２０２０年のシステムダイナミック補正の座標

の２種類で解析を行なっていた。 

研修が実行されるのであれば２００３年の観測成果で実施する予定だったが、自分達の研修になっ

てきたので迷惑おっさん・老眼おっさんの別々の思惑で内容が膨れあがっていく。 

与点の座標・標高の相違だけなので，観測や解析方法に変更は無く，再度計算すれば良いだけで，

観測図や平均図も変わらない。新点の座標値と標高が１～２センチ程度相違するだけである。 

 

 

 

 

結果的に，２０２０年にセミダイナミックで観測した与点の座標を使用しての比較を行なうことに

なった。 

 

 

 

 

 

 



 

 

  先行して、掲載されている比較は① ③ ④ による比較である。 

 これらの結果から，いずれもが正解といえる値であった。  
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